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＊親族組織（kinship）の基礎知識：丸（○）と三角（△） 

・三つの関係：１）母子（親子）、２）婚姻、３）兄弟姉妹 

・二つの起点：１）先祖（父系、母系、単系、双系）、２）ego：父方、母方、双方 

・居住方法：１）父方居住、２）母方居住、３）独立居住 

・親族の名前：１）親族名称、２）親族呼称 

 

＊社会的事実としての「婚姻」：恋愛／性愛／婚姻の別 

 

＊婚姻の前近代 

・「嫁」という資源：生産力と再生産力 

・婚姻のタイプ：招婿婚→（足入婚）→嫁入婚 

・婚姻の決定（当人、若者組、両家…）／婚姻儀礼（結納、嫁入道具、初婿入、祝言） 

・主婦権の移行（ex.しゃもじわたし） 

 

＊婚姻の近代 

・「近代家族 modern family」の成立 

・婚姻圏の水平的・垂直的拡大 ex.写真結婚 

・仲介者の重要性の増大、婚礼の華美化 

・ロマンティック・ラブ・イデオロギー（恋愛＝性愛＝婚姻） 

 

＊婚姻の現在 

・ロマンティック・ラブ・イデオロギーの「動揺」と「形式的持続」 

・「婚活」の時代：「三高」から「三低」へ 

・「非婚」の時代：生涯未婚率の増加 

・「結婚≒生存」時代の終焉！？ 
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